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取付け説明書
MAJ-133　7類　2003年10月1日発行

●スクリーン部以外の組立て・取付けは、カーブポートシグマ本体に同梱の説明書をご覧ください。

■施工される方へのお願い

■部品一覧表

■構造説明図

カーブポートシグマ　木目調（スクリーンBタイプ）

スクリーンコーナーブロック スクリーン方立てアタッチ スクリーン用ブラケット スペーサーブロック メッシュ止め金具

メッシュ止め金具裏板 側枠固定ボルト 上下桟取付け金具 スクリーン上下枠スリーブ スクリーン化粧カバー

姿
図

姿
図

Sスクリーン用ブラケット

Aスクリーン上枠

Fスクリーン方立アタッチ

Fスペーサー
　ブロック

Gスクリーン押え材（上下枠用）

Aスクリーン
　コーナーブロック

Gスクリーン
　押え材（縦枠用）

D側枠固定ボルト

Aスクリーン下枠

Aスクリーン縦枠

Hスクリーン化粧カバー

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×13

側枠固定ボルト
（柱1本につき1個）

側枠固定ボルト
（柱1本につき2個）

六角ボルト（Wセムス）M8×25

カーブポートシグマ本体柱

ワッシャーM8用
袋ナットM8用

ワッシャーM8用

袋ナットM8用

D上下桟取付け金具

ナベテクスねじ
φ4×19

ナベテクスねじ
φ4×19

■参考納まり図

※本図はドレスアップタイプを示す。標準タイプは［ ］内に示す。
※14連棟の姿図は50サイズを示す。57サイズは〈 〉内に示す。

1 本図は50サイズを示す。57サイズは＜　＞に示す。
2 ［　］内寸法はラッピング形材を示す。
3本図はドレスアップタイプを示す。標準タイプは（ 　）に示す。
4本図はラチス・ルーバー・井桁格子の場合を示す。ネットの場合は〔　〕に示す。
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①右図を参考にスクリーン下枠にスペーサーブロックを張付けます。
②面材をスクリーン上枠に押し当てながら挿入し、スペーサーブロックの上
に落し込みます。

※面材の縦枠に加工穴があいているほうを外側にしてください。
※面材はカーブポートシグマ本体の柱と柱の間から挿入し、最後に挿入する
面材が柱と柱の間になるよう左右に移動させてください。

③ラチス・ルーバー・井桁格子の場合は面材と面材の間にスクリーン方立て
アタッチを挟んでください。

④面材を均等に並べてください。

F面材の挿入

F面材の挿入

スペーサーブロック

スクリーン下枠

〈ラチス・ルーバー・井桁格子の場合〉

■スぺーサーブロック張付け位置

■面材の挿入

〈ネットの場合〉
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スクリーン上枠

スクリーン下枠

スクリーン方立
アタッチ

内側（車側）

外側

①スクリーン押え材をスクリーン縦枠・スクリーン上下枠に取付けます。
※スクリーン縦枠・スクリーン上下枠どちらからでも取付け可能です。
※スクリーン上下枠に取付ける際は、端から順番に取付けてください。
※切欠きのあるものが縦枠用です。

①下の表を参考にスクリーン化粧カバーを現場でカットしてください。
②スクリーン化粧カバーを上下枠にはめ合わせてください。

Gスクリーン押え材の取付けGスクリーン押え材の取付け

Hスクリーン化粧カバ－の取付け Hスクリーン化粧カバーの取付け

50＋14サイズ

57サイズ

50サイズ

ドレスアップタイプ 標準タイプ

57＋14サイズ

上枠用 下枠用 上枠用 下枠用

2818
458.5×2

1918×2
396×2

424
1026

481.5�
968.5

2838
511.5×2

1838
1876�
422×2

477
1041

534.5
983.5

2820.4
464.7×2

1820.4×2
357.2×2

430.2�
1032.2

487.2�
974.7

2850
517.7×2

1850�
1888.2
428.2×2

483.2�
1047

540.7�
989.5

スクリーン下枠

スクリーン
化粧カバー

スクリーン押え材
（縦枠用）

スクリーン縦枠

ナベテクスねじ
φ4×19

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン上枠

スクリーン下枠

ナベテクスねじ
φ4×19

●縦断面図●横断面図

スクリーン押え材
（縦枠用）

スクリーン縦枠

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン上枠

スクリーン下枠

スクリーン
化粧カバー

スクリーン
化粧カバー

スクリーン押え材
（縦枠用）

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン押え材
（上下枠用）

103
620 201（620＋201）×n 201 620 103

スクリーン上枠

スクリーン方立
アタッチ

スクリーン下枠

スペーサーブロック

内側（車側）

外側
メッシュ止め
金具

メッシュ止め
金具裏板

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×14

内側（車側）

外側

メッシュ止め金具

メッシュ止め
金具裏板

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×14

内側（車側）

外側

■取付け順序 ■取付け詳細

①スクリーン上下枠に側枠固定ボルトを差込みます。
※スクリーン上枠には柱１本あたり2個、下枠には1個、
側枠固定ボルトが必要です。

※R部に水抜き用の穴があいているものがスク
　リーン下枠です。
②スクリーン縦枠にスクリーンコーナーブロックを差込み、ねじ止めします。
③スクリーン上下枠にスクリーンコーナーブロックを差込み、ねじ止めします。
※14連棟する場合は上下枠にスクリーン上下枠スリーブを通し、下図を参考に穴（φ3.5）をあけ、
ナベテクスねじで固定してください。

●カーブポートシグマ本体柱のブラケット固定用ボルト（六角ボルト（Wセムス）M8×25）を外し、
スクリーン用ブラケットと共締めします。
※スクリーン位置を変えたい場合は、下図を参考にナベテクスねじで取付けてください。

①スクリーン用ブラケットにスクリーン上枠を仮止めします。
②スクリーン下枠に上下桟取付け金具を仮止めした後、柱にねじ止めします。
※上下枠の間隔が857mmであることを確認してください。
※雨どいと干渉しないよう、柱の内側に取付けてください。
③下の表を参考に左右位置出しをした後、仮止めしていたボルトを固定します。

Aスクリーン上下枠・縦枠の組立て Aスクリーン上下枠・縦枠の組立て

〈14連棟する場合〉

〈上下位置変更の場合〉

スクリーン上枠

スクリーン下枠

スクリーン
コーナーブロック

スクリーン縦枠

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×13

側枠固定ボルト
（柱1本につき2個）

側枠固定ボルト
（柱1本につき1個）

Sスクリーン用ブラケットの取付け

Sスクリーン用ブラケットの取付け

Dスクリーンの取付け

Dスクリーンの取付け

スクリーン上枠

スクリーン上下枠スリーブ

スクリーン
コーナーキャップ
固定穴

スクリーン下枠

40～80

ナベテクスねじ
φ4×19

下穴φ3.5
（現場加工）

スクリーン上枠

スクリーン下枠

スクリーン
コーナーブロック

スクリーン縦枠

スクリーン用
ブラケット

六角ボルト
（Wセムス）
M8×25

カーブポート
シグマ本体柱

2
5
0
m
m
以
上

スクリーン用
ブラケット

ナベテクスねじ
φ4×19

ドレスアップタイプ 標準タイプ

50

57

507

417.5

513.2

423.7

A

スクリーン縦枠

スクリーンコーナーキャップ
スクリーン上枠

カーブポートシグマ本体柱

スクリーン用
ブラケット

カーブポート
シグマ本体柱

スクリーン
下枠

カーブポートシグマ本体柱

側枠固定
ボルト

ワッシャーM8用
袋ナットM8用

ナベテクスねじφ4×19

上下桟取付け金具

スクリーン用
ブラケット

上下桟取付け金具

100 100

水抜き穴2-φ6

スクリーン下枠

●スクリーン上枠 ●スクリーン下枠
スクリーン上枠

カーブポートシグマ本体柱

スクリーン用
ブラケット

側枠固定
ボルト

ワッシャー
M8用
袋ナット
M8用

スクリーン方立
アタッチ 面材
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①右図を参考にスクリーン下枠にスペーサーブロックを張付けます。
②面材をスクリーン上枠に押し当てながら挿入し、スペーサーブロックの上
に落し込みます。

※面材の縦枠に加工穴があいているほうを外側にしてください。
※面材はカーブポートシグマ本体の柱と柱の間から挿入し、最後に挿入する
面材が柱と柱の間になるよう左右に移動させてください。

③ラチス・ルーバー・井桁格子の場合は面材と面材の間にスクリーン方立て
アタッチを挟んでください。

④面材を均等に並べてください。

F面材の挿入

F面材の挿入

スペーサーブロック

スクリーン下枠

〈ラチス・ルーバー・井桁格子の場合〉

■スぺーサーブロック張付け位置

■面材の挿入

〈ネットの場合〉
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スクリーン上枠

スクリーン下枠

スクリーン方立
アタッチ

内側（車側）

外側

①スクリーン押え材をスクリーン縦枠・スクリーン上下枠に取付けます。
※スクリーン縦枠・スクリーン上下枠どちらからでも取付け可能です。
※スクリーン上下枠に取付ける際は、端から順番に取付けてください。
※切欠きのあるものが縦枠用です。

①下の表を参考にスクリーン化粧カバーを現場でカットしてください。
②スクリーン化粧カバーを上下枠にはめ合わせてください。

Gスクリーン押え材の取付けGスクリーン押え材の取付け

Hスクリーン化粧カバ－の取付け Hスクリーン化粧カバーの取付け

50＋14サイズ

57サイズ

50サイズ

ドレスアップタイプ 標準タイプ

57＋14サイズ

上枠用 下枠用 上枠用 下枠用

2818
458.5×2

1918×2
396×2

424
1026

481.5�
968.5

2838
511.5×2

1838
1876�
422×2

477
1041

534.5
983.5

2820.4
464.7×2

1820.4×2
357.2×2

430.2�
1032.2

487.2�
974.7

2850
517.7×2

1850�
1888.2
428.2×2

483.2�
1047

540.7�
989.5

スクリーン下枠

スクリーン
化粧カバー

スクリーン押え材
（縦枠用）

スクリーン縦枠

ナベテクスねじ
φ4×19

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン上枠

スクリーン下枠

ナベテクスねじ
φ4×19

●縦断面図●横断面図

スクリーン押え材
（縦枠用）

スクリーン縦枠

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン上枠

スクリーン下枠

スクリーン
化粧カバー

スクリーン
化粧カバー

スクリーン押え材
（縦枠用）

スクリーン押え材
（上下枠用）

スクリーン押え材
（上下枠用）

103
620 201（620＋201）×n 201 620 103

スクリーン上枠

スクリーン方立
アタッチ

スクリーン下枠

スペーサーブロック

内側（車側）

外側
メッシュ止め
金具

メッシュ止め
金具裏板

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×14

内側（車側）

外側

メッシュ止め金具

メッシュ止め
金具裏板

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×14

内側（車側）

外側

■取付け順序 ■取付け詳細

①スクリーン上下枠に側枠固定ボルトを差込みます。
※スクリーン上枠には柱１本あたり2個、下枠には1個、
側枠固定ボルトが必要です。

※R部に水抜き用の穴があいているものがスク
　リーン下枠です。
②スクリーン縦枠にスクリーンコーナーブロックを差込み、ねじ止めします。
③スクリーン上下枠にスクリーンコーナーブロックを差込み、ねじ止めします。
※14連棟する場合は上下枠にスクリーン上下枠スリーブを通し、下図を参考に穴（φ3.5）をあけ、
ナベテクスねじで固定してください。

●カーブポートシグマ本体柱のブラケット固定用ボルト（六角ボルト（Wセムス）M8×25）を外し、
スクリーン用ブラケットと共締めします。
※スクリーン位置を変えたい場合は、下図を参考にナベテクスねじで取付けてください。

①スクリーン用ブラケットにスクリーン上枠を仮止めします。
②スクリーン下枠に上下桟取付け金具を仮止めした後、柱にねじ止めします。
※上下枠の間隔が857mmであることを確認してください。
※雨どいと干渉しないよう、柱の内側に取付けてください。
③下の表を参考に左右位置出しをした後、仮止めしていたボルトを固定します。

Aスクリーン上下枠・縦枠の組立て Aスクリーン上下枠・縦枠の組立て

〈14連棟する場合〉

〈上下位置変更の場合〉

スクリーン上枠

スクリーン下枠

スクリーン
コーナーブロック

スクリーン縦枠

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×13

側枠固定ボルト
（柱1本につき2個）

側枠固定ボルト
（柱1本につき1個）

Sスクリーン用ブラケットの取付け

Sスクリーン用ブラケットの取付け

Dスクリーンの取付け

Dスクリーンの取付け

スクリーン上枠

スクリーン上下枠スリーブ

スクリーン
コーナーキャップ
固定穴

スクリーン下枠

40～80

ナベテクスねじ
φ4×19

下穴φ3.5
（現場加工）

スクリーン上枠

スクリーン下枠

スクリーン
コーナーブロック

スクリーン縦枠

スクリーン用
ブラケット

六角ボルト
（Wセムス）
M8×25

カーブポート
シグマ本体柱

2
5
0
m
m
以
上

スクリーン用
ブラケット

ナベテクスねじ
φ4×19

ドレスアップタイプ 標準タイプ

50

57

507

417.5

513.2

423.7

A

スクリーン縦枠

スクリーンコーナーキャップ
スクリーン上枠

カーブポートシグマ本体柱

スクリーン用
ブラケット

カーブポート
シグマ本体柱

スクリーン
下枠

カーブポートシグマ本体柱

側枠固定
ボルト

ワッシャーM8用
袋ナットM8用

ナベテクスねじφ4×19

上下桟取付け金具

スクリーン用
ブラケット

上下桟取付け金具

100 100

水抜き穴2-φ6

スクリーン下枠

●スクリーン上枠 ●スクリーン下枠
スクリーン上枠

カーブポートシグマ本体柱

スクリーン用
ブラケット

側枠固定
ボルト

ワッシャー
M8用
袋ナット
M8用

スクリーン方立
アタッチ 面材

8
5
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取付け説明書
MAJ-133　7類　2003年10月1日発行

●スクリーン部以外の組立て・取付けは、カーブポートシグマ本体に同梱の説明書をご覧ください。

■施工される方へのお願い

■部品一覧表

■構造説明図

カーブポートシグマ　木目調（スクリーンBタイプ）

スクリーンコーナーブロック スクリーン方立てアタッチ スクリーン用ブラケット スペーサーブロック メッシュ止め金具

メッシュ止め金具裏板 側枠固定ボルト 上下桟取付け金具 スクリーン上下枠スリーブ スクリーン化粧カバー

姿
図

姿
図

Sスクリーン用ブラケット

Aスクリーン上枠

Fスクリーン方立アタッチ

Fスペーサー
　ブロック

Gスクリーン押え材（上下枠用）

Aスクリーン
　コーナーブロック

Gスクリーン
　押え材（縦枠用）

D側枠固定ボルト

Aスクリーン下枠

Aスクリーン縦枠

Hスクリーン化粧カバー

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×13

側枠固定ボルト
（柱1本につき1個）

側枠固定ボルト
（柱1本につき2個）

六角ボルト（Wセムス）M8×25

カーブポートシグマ本体柱

ワッシャーM8用
袋ナットM8用

ワッシャーM8用

袋ナットM8用

D上下桟取付け金具

ナベテクスねじ
φ4×19

ナベテクスねじ
φ4×19

■参考納まり図

※本図はドレスアップタイプを示す。標準タイプは［ ］内に示す。
※14連棟の姿図は50サイズを示す。57サイズは〈 〉内に示す。

1 本図は50サイズを示す。57サイズは＜　＞に示す。
2 ［　］内寸法はラッピング形材を示す。
3本図はドレスアップタイプを示す。標準タイプは（ 　）に示す。
4本図はラチス・ルーバー・井桁格子の場合を示す。ネットの場合は〔　〕に示す。
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